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 ５年前、15 歳８カ月で国内ツアー最年少勝利という〝大記録

〟を打ち立てた日本ゴルフ界の至宝、石川遼選手。デビュー当

時こそ幼さすら漂うその表情から「ハニカミ王子」の愛称で呼

ばれていましたが、09 年に賞金王を獲得するなど、今ではゴル

フ界を背負う 20 歳のたくましい青年に成長しました。また、婚

約したことを明らかにするなど、公私とも絶好調！……と思っ

ていたところですが、６月の男子ゴルフのメジャートーナメント「全米オープン」ではパットに苦しみ

予選落ちを喫しました。ここに来て大きな壁に直面しているかに見える石川遼選手。でも、その苦闘の

裏には、さらなる高みを目指すがゆえの「挑戦」がありました。 

 ベテランのゴルフ記者が徹底取材を通して石川選手の心のうちに迫りました。 

 日曜朝は『Ｓ』で始まる――。ご期待ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 世界中に信奉者を持つチベット仏教の最高指導者ダライ・ラマや亡命チベット人

を支援する建築家、中原一博さん＝写真。亡命チベット政府があるインド北部ダラ

ムサラに 27 年間住み、子供たちの学校の建設などを行う一方、代表をつとめる支援

ＮＧＯ「ルンタ・プロジェクト」を通じて中国政府によるチベット弾圧も世界に伝

えてきました。出身地の広島県呉市の親友でロック歌手の浜田省吾さんらの応援も

受け、度重なる資金不足などの困難を乗り越えた息の長いチベット支援の道のりを

振り返っていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 地味な男性の服装を一新させる人気コーナー「男のおしゃれ」が紙面を飛び出し、

東京・銀座で公開イベントを開きました。アルピニストの野口健さんをゲストに招

き、読者モデル２人とともに爽やかな夏の装いに変身。ヘアスタイルや小物も工夫

し、大人のクールビズを演出しました。 

 

大型ルポシリーズ「Ｓ（ストーリー）」   

石川遼の「挑戦」と「苦悩」 

朝刊 ７月１日（日） 

「男のおしゃれ」公開講座 

くらしナビＡ面 ７月３・４日（火・水） 

シリーズインタビュー「時代を駆ける」 

ダライラマや亡命チベット人の支援を続ける建築家、中原一博さん 

７月２日から連載  
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 煙でいぶす「くん製料理」を家庭でも挑戦してみませんか。お茶がらを活用し、鍋

で手軽に作ることができます。料理研究家の荻野恭子さんが、鶏肉と卵、サバのくん

製調理を紹介します。鶏肉の下味には塩のほか、砂糖を使うのがポイント。マイルド

でジューシーな味に仕上がります。 

 

 

 

 

 

 連載第２部に続き、識者のインタビューを２日間にわたり掲載

します。東大大学院教授の本田由紀さん、作家の窪美澄さん、評

論家の荻上チキさん、ＮＰＯニュースタート元代表の二神能基さ

んの４人が登場。生きづらい時代の中で、30 代が切り開く新たな

可能性について語ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 結婚、子供、仕事、若々しさ、と欲しいものはすべて手に入れ、「握力の強い女」

と呼ばれる松田聖子さん（50）が再々婚を果たした。 発表後にあった聖子さんのコ

ンサート会場で 40～60 代の女性ファンに聞いたところ、「おめでとう」より「さすが

聖子ちゃん！」。そんなファン心理について、アイドル文化に詳しい稲増達夫・法政

大教授は「彼女が一貫して作り上げてきた『聖子ちゃん』というファンタジーを虚構

と知りつつ積極的に楽しんでいる」と分析。広告ディレクターの湯山玲子さんは「傷

を抱え前向きに生きていることが大人の女性が輝く条件」と話し、聖子さんがバッシ

ングされるほど女性ファンは応援するとみる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お茶がらで「くん製」 くらしナビＢ面 ７月３日（火） 

リアル 30’ｓ～識者に聞く 

くらしナビＡ面 ７月５・６日（木・金） 

松田聖子さん 50 歳で３度目の結婚 

「さすが」と称えるアラフィフ女性ファンの心理 

夕刊特集ワイド面  ７月３日（火） 


